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議
員
　
①
浸
水
実
態
調
査
の

結
果
を
受
け
、
今
後
の
具
体

的
取
り
組
み
課
題
は
何
か
。

②
携
帯
を
利
用
し
た
降
雨
予

報
や
気
象
情
報
の
提
供
へ
の

考
え
は
ど
う
か
。
③
水
害
の

減
災
対
策
相
談
窓
口
の
開
設

へ
の
考
え
は
ど
う
か
。
④
水

害
多
発
地
域
を
中
心
と
し
た

水
防
訓
練
や
降
雨
体
験
の
機

会
提
供
へ
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長
　
①
浸
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

配
布
は
来
年
度
当
初
を
見
込

ん
で
い
る
。
緊
急
対
策
工
事

や
雨
水
抑
制
対
策
等
を
実
施

し
て
い
く
。

総
務
部
長
　
②
提
案
の
件

は
、
コ
ス
ト
や
携
帯
機
種
等

の
問
題
が
あ
る
た
め
、
契
約

業
者
と
検
討
し
て
い
く
。
③

現
在
は
危
機
管
理
防
災
担
当

が
総
合
的
な
窓
口
を
担
当
し

て
い
る
。
④
水
害
多
発
地
域

の
水
防
訓
練
は
、
自
主
防
災

会
と
連
携
を
図
り
実
施
す

る
。

議
員
　
①
高
齢
者
の
健
康
寿

命
の
向
上
に
向
け
た
食
生
活

診
断
や
参
加
型
食
育
教
室
の

実
施
で
、
食

習
慣
の
改
善

を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

②
特
定
検
診

や
特
定
高
齢

者
の
指
導
等

の
義
務
化
を

受
け
、
高
齢

者
を
支
え
る

専
門
ス
タ
ッ

フ
の
充
実

で
、
居
宅
介

護
や
予
防
介

護
支
援
の
充

実
を
求
め

る
。
③
本
市
に
お
け
る
総
合

的
な
食
育
推
進
計
画
作
成
へ

の
考
え
は
ど
う
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　
①
食
生
活
改
善
推
進
員
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
高
齢
者

の
食
生
活
に
配
慮
し
た
活
動

も
今
後
は
検
討
し
た
い
。
③

戸
田
市
食
育
推
進
計
画
に
つ

い
て
は
、
県
の
計
画
策
定
を

待
っ
て
、
関
係
部
署
と
協
議
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長
　
②
高
齢
者
の
状

況
の
変
化
に
適
切
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

 
地域連携推進事業 

町会　境界変更 
 

 
　　国保税　　　見直し 

待機児解消 
　　　　　保育園 

古民家　まちづくり計画 

水害対策　　　　　 
　　　　　気象情報提供 

屋根つきバス停 

自治体シンクタンク 

中島　浩一　議員 

自治体シンクタンク 
　　　　による政策決定を 

鈴木　麗子　議員 

屋根つきバス停の 
　　　増設で利用者保護を 

平野　進　議員 

元気な学校をつくる 
地域連携推進事業の拡大を 

鈴木　麗子　議員 

斎藤　直子　議員 

古民家をまちづくり計画 
　　　　　　に盛込んでは 

本田　哲　議員 

待機児解消のため 
　　　　　保育園の増設を 

望月　久晴　議員 

19年度・22年度 
　　国保税値上げ見直しを 

奥田　実　議員 

町会の境界変更 
　　変　についての対応は 

水害対策として 
　携帯での気象情報提供を 

　　　　「校長会等で前向きに取り組む」 

　　　　　  「契約業者と検討していく」 

議
員
　﹁
青
少
年
の
広
場
﹂

で
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
ボ
ー
ル

が
菖
蒲
川
に
落
ち
、
そ
の
ボ

ー
ル
を
拾
う
た
め
、
川
に
入

っ
て
い
る
状
況
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
広
場
利
用
者
が
安

全
に
遊
べ
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト

フ
�
ン
ス
を
高
く
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
現
在
、
ネ
ッ
ト
フ

�
ン
ス
を
高
く
す
る
た
め
の

方
法
や
費
用
な
ど
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
調
査
の
結
果
は
、
い

つ
ご
ろ
出
る
の
か
。

教
育
長
　
専
門
的
な
見
地
か

ら
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

し
っ
か
り
構
造

を
見
な
い
と
結

論
は
出
せ
な

い
。

議
員
　
子
ど
も

達
の
命
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ

る
。
調
査
結
果

を
早
期
に
報
告

す
る
よ
う
働
き

か
け
、
１
日
も

早
く
、
広
場
の

安
全
対
策
を
講

じ
る
よ
う
強
く

秩
序
あ
る
社
会 

　
　
　
　
　
　
教
育 

子
育
て
世
帯 

　
　
　
　
　
　
　
軽
減
策 

 

　
　
　
　
改
革
　
活
性
化 

元
気
老
人 

　
　
生
活
保
護
対
象
者 

改
正
介
護
保
険 

 

　
適
正
利
用 

　
　
就
労
支
援 

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
　 

　
高
く
　
　
安
全
な
広
場 

浸
水
対
策
　 

　
市
民
の
協
力 
浸
水
対
策
に 

　
市
民
の
協
力
求
め
て
は 

神
谷
　
雄
三
　

議
員 

教
育
委
員
会
制
度
の 

　
存
続
は
改
革
や
活
性
化 

　
　
　
　
　
が
必
要
で
は 

高
橋
　
秀
樹
　

議
員 

子
育
て
世
帯
へ
の 

　
経
済
的
負
担
の
軽
減
策
を 

手
塚
　
静
枝
　

議
員 

秩
序
あ
る
社
会
を 

つ
く
る
た
め
の
教
育
姿
勢
は 

召
田
　
厚
　

議
員 

身
障
者
用
駐
車
場
の 

　
適
正
利
用
と
障
害
者
の 

　
　
就
労
支
援
の
徹
底
を 

遠
藤
　
英
樹
　

議
員 

改
正
介
護
保
険 

　
　
　
　
　
へ
の
対
応
は 

岡
嵜
　
郁
子
　

議
員 

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
を 

　
高
く
し
て
安
全
な
広
場
に 

本
田
　
哲
　

議
員 

元
気
老
人
及
び 

　
　
生
活
保
護
対
象
者
の 

　
　
　
　
　
　
就
労
対
策
を

中
名
生
　
隆
　

議
員 

　 

「 

高
く
す
る
た
め
調
査
を
し
て
い
る
」 

 

要
望
す
る
。

議
員
　﹁
戸
田
市
都
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
﹂
に
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
規
制
を
盛
り
込

み
、
市
民
の
住
環
境
を
守
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
こ
の
条
例

は
、
マ
ン
シ
�
ン
建
設
、
土

地
利
用
に
規
制
を
か
け
る
条

例
で
は
な
い
。

議
員
　
こ
の
条
例
は
、
住
民

の
発
意
で
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
だ
が
、
あ
る
地

区
で
、﹁
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

規
制
を
し
よ
う
﹂
と
ま
と
ま

れ
ば
、
建
築
規
制
が
で
き
る

の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
現
在
、
全
市
的

に
大
枠
で
あ
る
一
定
以
上
の

高
さ
の
建
物
は
建
た
な
い
と

い
う
高
度
地
区
指
定
を
進
め

て
い
る
が
、
さ
ら
に
地
区
特

有
の
事
情
が
あ
れ
ば
、
条
例

の
地
区
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
さ
ら
に
低
い
規
制
を
か

け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

▲本格的な水防演習です

▲設備の充実が求められている青少年の広場

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の

規
制
に
つ
い
て

一 般 質 問
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議
員
　
周
辺
住
民
は
大
型
商

業
施
設
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
周
辺
の
交
通
量
が
大

幅
に
増
え
、
安
全
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
。
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
６
月
29
日
に

交
通
協
議
が
開
か
れ
た
と
聞

く
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

市
民
生
活
部
長
　
交
通
量
は

休
日
で
一
日
最
大
５
０
０
０

台
、
ピ
ー
ク
時
で
時
間

７
２
０
台
。
市
と
し
て
は
、

「
店
舗
か
ら
の
帰
宅
経
路
は
、

（
仮
称
）
川
金
橋
を
左
折
さ

せ
緑
川
沿
い
を
川
口
方
面
へ

帰
す
こ
と
、
通
学
路
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
、
戸
二
小

通
り
を
誘
導
路
に
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
」
な

ど
を
主
張
し
た
。
近
隣
住
民

へ
の
地
元
説
明
会
は
開
催
さ

れ
る
。

　議
員
　
戸
二
小
通
り
は
交
通

量
が
飛
躍
的
に
増
え
る
の
で

大
変
危
険
に
な
る
。
川
金
橋

と
ビ
ィ
オ
ル
ド
前
に
信
号
機

を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長
　
実
際
の
交

通
が
出
て
い
な
い
現
状
で
の

交
通
規
制
は
難
し
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

議
員
　
10
月
１
日
か
ら
緊
急

地
震
速
報
が
実
施
さ
れ
る

が
、
本
市
の
対
応
は
。

総
務
部
長
　「
緊
急
地
震
速

報
の
利
活
用
の
手
引
き
」
等

を
活
用
し
て
、
市
民
へ
周
知

し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
民
に
伝
え
る
方
法

と
し
て
、
受
信
機
を
各
公
共

施
設
に
設
置
し
、
防
災
無
線

で
流
す
こ
と
も
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

議
員
　
57
の
各
種
附
属
機
関

は
、
傍
聴
規
定
の
な
い
と
こ

ろ
が
多
く
、
傍
聴
実
績
も
６

機
関
し
か
な
い
。
公
平
・
公
正
・

公
開
を
市
政
運
営
の
基
本
し

て
い
る
本
市
と
し
て
、
条
例

で
一
括
し
て
公
開
を
定
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
基
本
的
に
公
開

す
る
こ
と
で
ル
ー
ル
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
。

「ララガーデン」建設　　　　　 
　　　　　　　交通安全対策 
「ララガーデン」建設に伴う 
　　　　　　　交通安全対策を 
　　　　　　　      「 現状での交通規制は難しい」 

 望月　久晴　議員 

が
強
い
東
京
都
境
の
市
と
し

て
は
、
本
市
と
八
潮
市
だ
。

昼
間
の
人
口
流
入
が
多
い
現

象
は
本
市
が
産
業
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
市
税
の
構
成
も

個
人
・
法
人
で
は
、
近
隣
市

の
中
に
あ
っ
て
法
人
へ
の
依

存
度
が
高
い
。し
た
が
っ
て
、

産
業
振
興
は
施
策
の
中
の
脇

役
で
は
な
く
、
主
要
事
業
で

は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
①
市
税
で

法
人
の
役
割
は
、
税
収
の
柱

と
し
て
非
常
に
大
き
い
。
し

た
が
っ
て
、
産
業
の
振
興
は
、

財
源
の
確
保
と
と
も
に
、
雇

用
の
確
保
面
で
大
変
重
要
な

死
活
的
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
活
力
に
満
ち
、

自
立
し
て
発
展
す
る
た
め

に
、
産
業
振
興
は
力
を
注
ぐ

政
策
の
柱
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
実
効
性
の
高
い
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
国
勢
調
査
で
は
昼
の

流
出
人
口
も
多
く
、
年
々
増

加
し
て
い
る
。
埼
京
線
利
用

で
通
勤
の
市
民
が
多
い
。
ダ

イ
ヤ
充
実
な
ど
快
適
化
に
向

け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
強
く

要
求
し
て
い
く
こ
と
も
市
の

重
要
課
題
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長
　
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
は
市
長
、
副
市
長
が
本

社
ま
で
出
向
き
、
ダ
イ
ヤ
充

実
な
ど
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
充
実
を
図
る
た
め
、
強

く
要
望
し
て
い
く
。

議
員
　
昼
間
市
内
に
い
な
い

市
民
と
市
外
か
ら
の
通
勤
者

が
約
７
万
人
い
る
。
双
方
の

帰
宅
難
民
対
策
も
災
害
対
策

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長
　
都
内
か
ら

の
経
路
確
認
の
周
知
や
市
内

事
業
所
の
備
蓄
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
。

議
員
　
平
成
17
年
国
勢
調
査

の
昼

※

夜
間
人
口
比
率
は
97
・

９
で
、
大
宮
、
浦
和
の
ビ
ジ

ネ
ス
街
、
熊
谷
な
ど
の
拠
点

都
市
、
工
場
誘
致
の
町
部
に

伍
し
て
県
内
20
位
で
あ
る
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

埼
京
線
の
快
適
化

向
上
を

▲意外と工場や倉庫が多いのがわかります（航空写真より）

▲新設される川金橋付近

　 産
業
振
興
　
　
　
重
要
事
業 

昼
の
流
入
人
口
多
く 

産
業
振
興
は
市
の
重
要
事
業 

　
「
財
源
と
雇
用
確
保
に
死
活
的
課
題
と
認
識
」 
 

神
谷
　
雄
三
　

議
員 

帰
宅
難
民
対
策
も
課
題

緊
急
地
震
速
報
へ
の

対
応
は

各
種
附
属
機
関
の

公
開
の
徹
底
を

▼川口金属跡地


